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Ⅰ．はじめに
　これまで産学官で協働した地域におけるソーシャルビ
ジネスの研究として，「地域まるごと元気アッププログラ
ム」を実施してきた。「地域まるごと元気アッププログラ
ム」は行政・民間企業・非営利団体・大学の協働によっ
て行なわれている。60歳以上の高齢者を中心とした一般
町民に向けた体力測定会の結果による市民の生活体力の
把握をはじめ，比較的低体力者から中程度の体力者まで
の３クラスの高齢者対象の運動教室，中学生と高齢者の
世代間交流，高齢者向け音楽会などを平成22年から実施
している1）2）3）4）。
　これまで行なってきた「地域まるごと元気アッププロ
グラム」（以下「まる元」）では，体力測定会や健康講演
会，運動教室を実施してきた。そのうち運動教室につい
ては，自治体の介護予防事業のうち，地域支援事業にも
位置づけられ一定の成果を果たしている2）3）4）。高齢化が
進む北海道の地域市町村では，介護予防のための運動教
室が実施されている。しかし，「まる元」運動教室のよう
に，健康づくりのための運動指導の専門家である健康運
動指導士に運動指導を任せるには，人的資源が不足して
おり，保健師や管理栄養士などが運動指導を担うケース
も少なくない。さらに，継続した運動により，介護予防
のための体力が維持されることは明らかになっているが，
多くの事業では３か月間や半年間など，運動習慣を身に
着けることまでは至っておらず，通年型の「まる元」運
動教室を導入しようとする自治体が増加することが予測
される。こういったニーズに対応するには，体力の維持
向上を図り，楽しく運動指導を行える運動指導者の輩出
が不可欠であるが，この人的資源を輩出するための研修
プログラムが整備されているとは言い難い。そこで本研
究では，より質の高い運動指導者を輩出するために，健
康運動指導士を取得して，地域における介護予防運動プ
ログラムを指導しようとする運動指導者を育成するため
研修プログラムを策定し実施した。
Ⅱ．概　要
１．目的
　高齢者の健康づくりや介護予防の運動指導者として，
教室の指導能力，市町村の課題に合ったプログラムを展
開する能力，教室運営上の他業種との連携等が必要とな
る。この研修では，健康運動指導士としての指導上の知
識，ホスピタリティ，運動の動機づけ，リスク管理等を
身につけ，地方市町村での運動指導ができることを目的
とする。
２．到達目標
・健康運動指導士として，安心・安全・楽しく効果的で
継続できる運動指導ができる。
・参加者のQOLを向上できるような動機づけができる。
・多様な体力の方々に対する運動プログラムの構成がで
きる。
・リスクを予測し，リスク管理ができる。
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北翔大学生涯スポーツ学部健康福祉学科
３）北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター
４）NPO）ソーシャルビジネス推進センター
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・ホスピタリティを理解し，コミュニケーションがとれる。
・評価についての知識と方法を習得する。
３．参加条件
　健康運動指導士または健康運動指導士と同等の知識や
技能を有する者
４．開催時期および講義時間
　研修は１モジュールを３時間とし16モジュールに加え
て，特別講義８回からなる60時間の計画とした。実施し
た期間は，平成26年４月７日（月）から平成26年５月26
日（月）の毎週月曜日に，各モジュール180分および特別
講座90分を実施した。各モジュールと特別講義のテーマ
表１：各モジュールの概要と特別講義のテーマ
モジュール 内容
１ 「テーマ」オリエンテーション健康運動指導士としての基本的知識の確認。まる元各クラスの目的や内容の確認。指導者・支援者としての目標設定。
２
「テーマ」コミュニケーションワーク
ホスピタリティについての理解とホスピタリティトレーニング。
指導者としてのホスピタリティについて。コミュニケーション技術について。コミュニケーショントレーニング。
３ 「テーマ」アイスブレーキングアイスブレーキングの意義と基本技術　様々なアイスブレーキングの体験とアレンジ方法。
４ 「テーマ」アイスブレーキングアイスブレーキングの基本プログラミングと実践。（アセスメントの理解）
５
「テーマ」トレーニング
トレーニング論を踏まえた運動プログラムの構成
ストレッチング・整理体操の確認（注意点なども含めて）と実践
６ 「テーマ」トレーニングまる元で行っている筋力トレーニングの確認と実践　ボールを使用しての軽体操の実践
７ 「テーマ」レクリエーションの理論レクリエーションとは？　４つの分類からのレクリエーションの理解　福祉レクリエーションの考え方
８
「テーマ」レクリエーションの実際①
虚弱な高齢者へのレクリエーションの実際（Ａクラスの想定）
レクリエーション実施中に予測されるリスクと回避方法
９
「テーマ」レクリエーションの実際②③
元気な高齢者へのレクリエーションの実際（Ｂ・Ｃクラスの想定）
身近な素材や道具を使用した様々なレクリエーションやリズム体操
10 「テーマ」レクリエーションの計画・実践レクリエーションの指導案作成の説明と指導案作成をする。実際に実践をし，お互いに評価を行う。
11 「テーマ」ケーススタディ①様々な事例からプログラムを構成できるようにする。指導案作成の説明
12 「テーマ」ケーススタディ②様々な事例からプログラムを構成できるようにする。指導案作成の説明。
13
「テーマ」プログラム実践発表
様々なケースを想定し，プログラムの説明を行い発表する。（時間管理も含む。）自己の評価・反省と他者からの評価を行う。
（Ａクラス想定）
14
「テーマ」プログラム実践発表
様々なケースを想定し，プログラムの説明を行い発表する。（時間管理も含む。）自己の評価・反省と他者からの評価を行う。
（Ａクラス想定）
15
「テーマ」プログラム実践発表
様々なケースを想定し，プログラムの説明を行い発表する。（時間管理も含む）自己の評価・反省と他者からの評価を行う。
（混合クラス想定）
16
「テーマ」プログラム実践発表
様々なケースを想定し，プログラムの説明を行い発表する。（時間管理も含む）自己の評価・反省と他者からの評価を行う。
（混合クラス想定）
特別講座 内容
１ 「バランスト・スコアカードと顧客志向」
２ 「健食プログラム」
３ 「行動変容を促す基礎要因」
４ 「体力行動面から捉えた事業評価」
５ 「睡眠力」
６ 「老年学」
７ 「運動と認知機能」
８ 「地域の介護認定者の現状　介助の基本など」
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を表１に掲載する。
Ⅲ．指導プログラムの内容
　各モジュールのうち，モジュール２およびモジュール
７について次のようにまとめた。
１．モジュール２─コミュニケーションワーク
・ホスピタリティについての理解とホスピタリティト
レーニング
・指導者としてのホスピタリティ・コミュニケーション
技術・コミュニケーショントレーニング
１）あいさつ
・仲間に関心をもつこと（共感）から人間関係がスター
トする。
・自分をオープンにすれば（自己開示）すればするほ
ど自分に好意を持ってくれる。
人間関係のスタートは共感と自己開示から成り立つ。
※初対面でいきなり自己紹介はしにくい
　人と会うとまず何をする？
　挨拶は，人間関係を作る潤滑油
【あいさつのポイント】
　あ＝明るくあいさつ
　い＝生き生きとあいさつ
　さ＝さっと自分からあいさつ
　つ＝積み重ねてあいさつ
あいさつは，「あなたに近づきたい。」「私はあなたに
対して心を開いています。」という意味がある。
【印象を決めるポイント】
①　外見（表情・身だしなみ）例）笑顔・髪・服装・
つめなど
②　態度（動作）例）物を投げる　上から目線
③　話し方　例）声のトーン　強弱　敬語
④　話す内容　例）知識など
２）笑顔
　笑顔は人間だけにしかできない特権。笑顔を大切に。
笑顔は連鎖する。
【ポイント】
　①　口角が上がっている
　②　やさしい目元であること
　③　心がこもっていること
３）コミュニケーション
　人と人との関係にある意思疎通のこと。言葉・文字・
身振りなどを活用して情報を相互に伝達すること。
　人と人とをつないでいくのがコミュニケーション。
社会生活を送る為には不可欠である。
　双方向のコミュニケーション直接的な対面による二
者間のコミュニケーションは支援の効果や参加者の安
心や自信にもつながっている。
【コミュ二ケーションの手段】
　①　言語的コミュニケーション
　日常生活に中で最も多く使われる。記述された
文字や点字，手話。人の感覚機能のなかでも視野
や聴覚，触角を使う。
　②　非言語的コミュ二ケーション
　態度や表情，姿勢，身振り手振りなど言葉にそ
のまま直訳できない身体的な表現を指す。
　非言語コミュニケーションは，言語的コミュ二ケー
ションに比べ，本音や細かな感情が表現されやすい。
無意識に行っている場合は，いつのまにか習慣可して
いるものが多い為に注意が必要。
　参加者の非言語的コミュ二ケーション
膝や肩に手をおく。（−）　笑っていたり，ガッツポー
ズ（＋）
服の色が綺麗（＋）口に手をあてる　化粧をする
言葉にできない非言語的コミュニケーションを大切に
する。
２．モジュール７─レクリエーションの理論
・レクリエーションとは
・４つの分類からのレクリエーションの理解　福祉レク
リエーションの考え方
１）レクリエーションとは
　「レクリエーション」のイメージについて
　例）・皆であそぶ　・何かと何かのクッション
　　　・交流　・○○ゲーム　・元気になる
　『広辞苑』（岩波書店）＝仕事や勉強などの疲れを，
休養や娯楽によって精神的・肉体的に回復すること。
またそのために行う休養や娯楽。
由来…レクリエーションという外来語は，英語の
RECRETIONを取り入れたものである。この語は，
create（つくる）という語にre（再び）という接頭辞
を加えたものである。意味は「再び創る」こと，すな
わち「創り直し」ということになる。壊れた状態（怪
我や病気）が癒えることになる。後には用例が日常的
に広がって，一般的に疲労から元気を回復することを
意味するようになり，さらには，元気回復のための遊
びや楽しい活動自体を呼ぶことになった。５）
定義…元気になる為の気晴らしや休養や楽しみの活動
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２）レクリエーションの４つの分野
楽しい・嬉しい・気持ち良い・さっぱり・すっきり
などのプラスの感情にする。
気持ちが上向きになるように支援することが指導者
として大切。
①　スポーツ（楽しむことを目的として行われるス
ポーツ）ニュースポーツ
②　カルチャー（創造・文化的な活動）　クラフト・
折り紙
③　ネイチャー（自然と親しむ活動）キャンプ・
ウォークラリー
④　福祉（全ての人に対して）
一人ひとりに合わせたレクリエーションの提供が
大切。
例）・友達とお話しをする・カラオケ歌を歌う・
　　好きな音楽を聴く・部屋の模様替えをする
３）ニュースポーツとは？
いつでも・どこでも・だれもが楽しむことを目的と
して考案されたスポーツ（ルールも技術も簡単）例）
フットサル　インディアカ　ミニバレ—ボール　ドッ
チビー　ラケットテニス・雪合戦　カバディ　ゲート
ボール　ユニホック　キンボールなど百種類以上あ
る。
（ルールや道具等は参加者に合わせて変えている。）
４）福祉レクリエーションとは？
身体的・精神的・社会的に不利な条件を負っている人
を主な対象として展開される多様なレクリーション
・基礎生活…生命維持に必要な生活領域（睡眠・食事・
排泄・入浴など）
・社会生活…自分と自分以外の人と組織の関わり関わ
りからなる生活領域（家庭　学校　会社）
・余暇生活…個人の裁量で自由にふるまうことのでき
る生活領域（人生80年のうち，余暇生活
は約30万時間である）
※基礎生活　社会生活　余暇生活の３つ生活がバラ
ンスよくとれていることが大切であり，余暇生活
の中で行われるのがレクリエーションである。
（１）生活のレクリエーション化
衣食住に関連する基礎生活場面にレク的，遊び感覚的
な工夫をすることでより生活を心地よくすること。
（２）レクリエーションの生活化
個人の内発的な動機づけのもとに実践されるレクリ
エーション活動が自分の生活の中に大切な生活の一部
として意識され，組み込まれること。
５）セラピューティックレクリエーション　
アメリカで発展。治療で使用されるレクリエーション
付　記
　本研究は，「平成26年度北翔大学北方圏生涯スポーツ
研究センターの研究費」の助成を受けて実施されたもの
である。
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